
 

 

 

 

 

 

 

 

第 ２ 回 

 

出水市公共施設適正配置計画検討委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時： 平成 26年 10月 2日（木） 午前 10時 

場所： 出水市役所本庁  203会議室（2階） 

 



会  次  第 

 

１ 開会 

 

 

２ 会議録の確認について 

 

 

３ 説明 

  ⑴ 出水市の財政状況等について 

 

  ⑵ 出水市公共施設白書について 

 

⑶ 住民アンケートの結果について（１ページ） 

 

  ⑷ 住民説明会について（１ページ） 

 

  ⑸ インフラ長寿命化計画及び公共施設等総合管理計画について（２ページ～） 

 

  ⑹ 先進事例（統廃合等）の紹介について（５ページ～） 

 

 

４ 審議事項 

  ⑴ 利用者アンケートの実施について（１０ページ） 

 

  ⑵ 公共施設適正配置計画の概要について（１０ページ～） 

 

  ⑶ 公共施設マネジメント基本方針について（１１ページ～） 

 

５ その他 
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３ 説明 

 ⑴ 出水市の財政状況等について 

   資料１のとおり 

 ⑵ 出水市公共施設白書について 

   別添のとおり 

⑶ 住民アンケートの結果について 

  ア 調査対象  １０歳代から７０歳代までの市民２，１００人を無作為抽出 

  イ 調査期間  ８月１日から同月２２日まで 

  ウ 調査方法  郵送により調査票を送付し、郵送又はホームページから回答 

エ 回 答 率  ３８．２％（２，１００件のうち８０２件の回答あり） 

  オ 結  果  資料２のとおり 

 ⑷ 住民説明会について 

  ア 日程等 

 日 時 会 場 

１ １１月１０日（月）午後７時 野田農村環境改善センター 

２ １１月１２日（水）午後７時 米ノ津農村環境改善センター 

３ １１月１９日（水）午後７時 高尾野農村環境改善センター 

４ １１月２５日（火）午後７時 荘中学校体育館 

５ １１月２８日（金）午後７時 中央公民館小ホール 

  イ 説明内容 

   ・ 公共施設白書（概要版） 

   ・ 公共施設マネジメントの基本方針 

  ウ その他 

    都市計画区域の見直し（市都市計画課所管）についても併せて説明 
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 ⑸ インフラ長寿命化計画及び公共施設等総合管理計画について 
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 ⑹ 先進事例（統廃合等）の紹介について 

  ア 神奈川県秦野市の例 
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  イ 岡山県倉敷市の例 
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  ウ 千葉県佐倉市の例 
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  ウ 愛知県西尾市の例（平成２６年度から統廃合事業を開始） 
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４ 審議事項 

 ⑴ 利用者アンケートの実施について 

ア 目的 

    今後の公共施設マネジメント事業の実施に当たって参考にするため、公共施

設の利用者の利用実態を把握する。 

イ 実施期間 

    平成２６年１０月中旬から同年１１月中旬までの１か月 

ウ 実施対象施設 

    不特定多数の利用が想定される施設で、市の職員又は指定管理者の職員が当

該施設又は付近の施設に常駐して、利用者が利用する際にアンケートの依頼が

できる施設（例：市民交流施設・社会教育施設・スポーツ施設等）。 

エ 実施方法 

    施設の利用前後又は利用中に、市の職員又は指定管理者の職員が利用者にア

ンケート用紙を配布し、アンケートへの協力を依頼する。 

    なお、個人利用の場合はそれぞれ各個人が回答し、団体・家族利用の場合は

代表者が回答する。アンケート実施期間内に、同一施設を複数回利用する団体

等にあっては、期間内に１回の回答で構わない。 

オ アンケート項目 

    性別・年齢・居住地区・交通手段・利用頻度・利用人数など 

 ⑵ 公共施設適正配置計画の概要について 

喫緊の課題である公共施設マネジメント事業を早急に実施していくため、計画

の内容を次のとおり区分して、実効性の高い計画を策定する。 

   ア シンボル事業 

     計画の実効性を高めるため、マネジメント事業の象徴となるような統廃合

を実施する施設群を２～３件選定し、詳細な統廃合スケジュールを策定する。 

   イ 中長期事業 

     シンボル事業に次ぐ事業として、大まかな方向性を定めるとともに、中長

期事業の中で優先順位を定める。 

計画策定後は、シンボル事業の進捗をみながら、優先順位に沿って実行に

移していく。 
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 ⑶ 公共施設マネジメント基本方針について 

  ア 先進自治体の例 

    資料３のとおり 

  イ 基本方針案 

① 「ハコモノに依存しない行政サービスへ転換する。」 

     施設がなければサービスを提供できない、という発想をやめる。また、必

ず（市の）公共施設でなければいけないのか、根本的に見直しを行い、次世

代にツケを回さない行政サービスに改める。 

② 「統廃合等を除き、原則として、新規建設はしない。」 

     原則として、新規建設はしない。やむを得ず、新規建設する場合は、複合

施設として整備するとともに、整備面積と同等以上の床面積を他の施設で削

減する。 

③ 「公共施設の統廃合に当たっては、できる限り必要な機能の維持に努める

とともに、優先順位をつけて床面積を削減する。」 

     施設が統廃合されても、できる限り必要な機能を維持するよう努める。コ

スト、利用状況等を総合的に勘案した上で、廃止することが適当な施設は思

い切って決断し、床面積及びコストの削減につなげる。 

ウ 床面積の削減目標の例 

先進自治体の事例は、資料４のとおり。 

Ａ施設 Ｂ施設 

Ｃ施設 Ｄ施設 

Ｅ施設 Ｆ施設 

シンボル事業 → 詳細なスケジュールを定める。 

例： Ａ施設に、Ｂ施設とＣ施設の機能を統合する。 

 

中長期事業 → 大まかな方向性を定める。 

例： Ｄ施設は更新する。 

Ｅ施設は○年後をめどに民営化する。 

Ｆ施設は○年後をめどに他施設に統合する。 

公共施設適正配置計画 


